
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

９

香美町一般廃棄物処理基本計画を改訂

地域医療 ～救急医療現場の医師に聞く～

下水道への早期接続をお願いします

役場各課などからのお知らせ　　ほか

90
平成 24 年（2012）

2

6

14
16

－ 源流から河口までを探検 －
矢田川族

　矢田川の流れに沿って源流から河口までを探

検する「矢田川族」が、8月 4日からの 1泊 2

日で行われました。

　2日目は自転車で移動後、カヌーに乗り換え

て河口を目指した参加者。母なる川の流れに何

を感じたのでしょうか。

（本号 14ページに関連記事を掲載）
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自
然
環
境
の
保
全
や
限
り
あ
る
資
源
の

有
効
活
用
を
図
る
た
め
に
は
「
資
源
の
再

利
用
」
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
国
は
、
平
成
12
年
に
「
循
環
型

社
会
形
成
推
進
基
本
法
」
を
制
定
。
国
や

地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
、
消
費
者
な
ど

が
協
力
し
て
、
自
然
環
境
に
優
し
い
循
環

ごご

みみ

さらなる減量化と資源化を目指して…さらなる減量化と資源化を目指して…

香美町一般廃棄物処理基本計画を改訂香美町一般廃棄物処理基本計画を改訂

型
の
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
様
式
の
多
様
化
や
産
業
構

造
の
変
化
に
よ
る
ご
み
排
出
量
の
増
大
や

ご
み
質
の
変
化
に
対
応
し
よ
う
と
「
容
器

包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
関
連
法
を
整
備
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル

社
会
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ご
み
処
理
や
資
源
の
再
利
用

を
取
り
巻
く
環
境
が
刻
々
と
変

化
す
る
中
、
町
で
は
平
成
18
年
に

策
定
し
た
「
香
美
町
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
」（
ご
み
処
理
計

画
）
に
基
づ
き
、
町
民
の
皆
さ
ん

や
事
業
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ご
み
の
排
出
抑
制
や

減
量
化
・
再
資
源
化
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
人
口
減
少
や

社
会
構
造
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
に
、
今
回
、
同
計
画
を
改
訂

し
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

美
し
い
香
美
町
を
残
す
と
と
も

に
、
よ
り
環
境
に
優
し
く
持
続
可

能
な
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
改
訂
し
た
ご
み
処
理

計
画
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
ご
み
処
理
計
画
は

９
月
18
日
（
火
）
か
ら
役
場
町
民

課
、
各
地
域
局
、
各
地
区
公
民
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●問い合わせ先　役場町民課●問い合わせ先　役場町民課
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●
収
集
区
分
に
よ
る
ご
み
排
出
量

　

各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
が
大
部
分
を

占
め
る
「
収
集
ご
み
」
は
、
平
成
23
年
度
が

約
３
７
８
１
ｔ
（
ト
ン
）
で
、
平
成
17
年
度

に
比
べ
て
約
６
３
４
ｔ
減
少
し
て
い
ま
す
。

一
人
当
た
り
の
１
日
平
均
排
出
量
で
み
る
と
、

平
成
23
年
度
は
約
５
０
７
ｇ
で
、
平
成
17
年

度
に
比
べ
て
約
33
ｇ
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー
に
直
接
持
ち

込
ま
れ
る
ご
み
の
う
ち
※

清
掃
土
砂
を
除
く

「
直
接
搬
入
ご
み
」
も
、
平
成
23
年
度
が
約

２
１
８
９
ｔ
で
、
平
成
17
年
度
に
比
べ
て
約

５
３
８
ｔ
減
少
。
収
集
ご
み
、
直
接
搬
入
ご

み
と
も
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
（
図
２
）。

●
中
間
処
理
量

　

矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
た
ご

み
は
、
同
施
設
で
焼
却
、
破
砕
、
選
別
回
収

な
ど
の
処
理
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
実
績
は
、
焼
却
量
が
約
４

９
６
４
ｔ
、
破
砕
対
象
量
が
約
９
４
８
ｔ
、

選
別
回
収
の
対
象
と
な
る
資
源
化
物
の
搬
入

量
が
約
６
６
８
ｔ
で
、
い
ず
れ
も
ご
み
排
出

量
の
減
少
に
伴
い
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

（
図
３
）。

　

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
第
６
条
に
基
づ
き
、
ご
み
処
理
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
、
そ
の
方
針
を
実

現
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
事
項
（
排
出
抑

制
の
取
り
組
み
や
分
別
収
集
の
方
法
な
ど
）

を
掲
載
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
計
画
は
10
〜

15
年
先
を
目
標
年
次
と
し
て
、
お
お
む
ね
５

年
ご
と
に
改
訂
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
社

会
情
勢
な
ど
の
変
動
に
よ
っ
て
見
直
す
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
訂
で
は
、
目
標
年
次
を
平
成
38

年
度
と
し
、
今
ま
で
の
ご
み
施
策
の
取
り
組

み
を
検
証
し
た
上
で
、
予
測
を
上
回
る
人
口

や
ご
み
排
出
量
の
減
少
を
考
慮
し
な
が
ら
、

今
後
の
ご
み
処
理
体
制
や
さ
ら
な
る
ご
み
の

減
量
化
や
資
源
化
の
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

15
年
先
の
ご
み
処
理
に
関
す
る
目
標
値
を

定
め
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
考
え
る
に
は
、
将
来
の
人
口
予
測
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
過
去
10
年
間
の

実
績
値
を
基
に
算
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
町
の
人
口
（
外
国
人
を
含
む
総
人
口
）

は
平
成
14
年
度
の
２
３
４
５
２
人
（
旧
町
の

合
計
）
か
ら
年
々
減
少
し
、
平
成
23
年
度
は

２
０
４
４
９
人
と
、
10
年
間
で
約
３
０
０
０

人
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
減
少
傾
向
は
今

後
も
続
く
と
予
想
さ
れ
、
計
画
目
標
年
次
の

平
成
38
年
度
で
は
１
６
３
６
１
人
（
平
成
23

年
度
比
20
・
０
％
減
）
と
予
測
し
て
い
ま
す

（
図
１
）。

ご
み
処
理
計
画
と
は

計
画
の
改
訂
に
あ
た
っ
て

ご
み
処
理
の
現
状

（人）

20,000

18,000

16,000

14,000

24,000

22,000

平
成
14
年
度

平
成
17
年
度

平
成
20
年
度

平
成
23
年
度

平
成
26
年
度

平
成
29
年
度

平
成
32
年
度

平
成
35
年
度

平
成
38
年
度

16,361
（予測値）

20,449

23,452

（図 1）人口の実績値と将来予測値

（ｔ）

3,781

4,415

収集ごみ

直接搬入ごみ

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

5,000

4,500

平
成
19
年
度

平
成
17
年
度

平
成
21
年
度

平
成
23
年
度

2,189

2,727

（図 2）収集ごみと直接搬入ごみの実績推移

（ｔ）

4,000

3,000

2,000

1,000

0

6,000

5,000

平
成
19
年
度

平
成
17
年
度

平
成
21
年
度

平
成
23
年
度

1,185

5,807
焼却量

破砕対象量

資源化物搬入量802 668

948

4,964

（図 3）中間処理量の実績推移

※清掃土砂とは…
　地域の皆さんが行う清掃活動などで排出される土砂など
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こ
れ
ま
で
の
実
績
を
前
回
計
画
の
予
測
値

や
国
・
県
の
目
標
値
と
比
較
し
な
が
ら
、
ご

み
処
理
に
お
け
る
課
題
を
整
理
し
ま
す
。

●
ご
み
排
出
量
に
お
け
る
課
題

　

ご
み
排
出
量
（
収
集
ご
み
と
直
接
搬
入
ご

み
の
合
計
）
は
、
平
成
23
年
度
が
約
５
９
７

０
ｔ
で
、
前
回
計
画
の
同
年
度
予
測
値
を
約

１
０
９
１
ｔ
、
率
に
し
て
15
・
４
％
下
回
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
排
出
抑

制
の
取
り
組
み
が
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
排
出

抑
制
を
図
る
た
め
に
は
、
事
業
系
ご
み
（
事

業
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み
）
の
減

量
や
、
家
庭
に
お
け
る
生
ご
み
処
理
の
推
進

出
量
に
占
め
る
資
源
化
物
の
割
合
）
の
平
成

27
年
度
時
点
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

平
成
23
年
度
実
績
で
比
較
す
る
と
、
国
の
再

生
利
用
率
と
県
の
削
減
率
・
再
生
利
用
率
の

い
ず
れ
に
も
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
収
集
、
運
搬
に
お
け
る
課
題

　

本
町
の
ご
み
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
北
但

ご
み
処
理
施
設
で
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
移
行
を
円
滑
に
行
え
る

よ
う
、
平
成
26
年
度
か
ら
左
表
の
と
お
り
新

た
な
分
別
区
分
に
よ
る
収
集
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
同
施
設
へ
の
運
搬
距
離
が
長
く
な

る
の
で
、
今
後
は
収
集
、
運
搬
方
法
な
ど
の

検
討
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
最
終
処
分
量

　

中
間
処
理
後
の
焼
却
残ざ

ん

さ渣
（
焼
却
処
理
後

の
灰
な
ど
）
や
不
燃
物
類
、
清
掃
土
砂
な
ど

は
、
矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー
内
の
最
終
処
分
場

で
埋
め
立
て
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
約
１
４
４
２
ｔ
で
、
平
成

17
年
度
に
比
べ
て
約
４
４
５
ｔ
減
少
し
て
い

ま
す
（
図
４
）。

●
清
掃
事
業
費

　

ご
み
の
収
集
・
運
搬
や
ご
み
処
理
、
資
源

化
な
ど
に
係
る
清
掃
事
業
費
は
、
平
成
22
年

度
が
約
２
億
７
７
３
５
万
円
で
、
毎
年
ほ
ぼ

横
ば
い
で
す
。

●
中
間
処
理
に
お
け
る
課
題

　

平
成
６
年
度
に
供
用
開
始
し
た
矢
田
川
レ

イ
ン
ボ
ー
は
、
北
但
ご
み
処
理
施
設
が
供
用

開
始
と
な
る
平
成
28
年
度
時
点
で
22
年
が
経

過
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

各
種
設
備
の
老
朽
化
や
故
障
な
ど
に
よ
っ

て
、
ご
み
処
理
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
も
あ

り
ま
す
の
で
、
北
但
ご
み
処
理
施
設
の
供
用

開
始
ま
で
は
設
備
の
維
持
に
努
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
最
終
処
分
に
お
け
る
課
題

　

国
や
県
で
は
、
本
町
の
最
終
処
分
量
に
つ

い
て
平
成
27
年
度
時
点
の
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
が
、
平
成
23
年
度
実
績
で
比
較
す
る
と
、

い
ず
れ
も
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ご
み
処
理
に
お
け
る
課
題

が
必
要
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
町

民
の
皆
さ
ん
や
事
業

者
へ
の
ご
み
分
別
の

徹
底
や
、
拠
点
回
収

（
町
が
行
う
資
源
ご

み
回
収
）
や
集
団
回

収
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の

団
体
が
行
う
資
源
ご

み
回
収
）
に
対
す
る

意
識
の
向
上
を
図
る

必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

国
や
県
で
は
、
本

町
の
ご
み
排
出
量
に

対
す
る
削
減
率
と
再

生
利
用
率
（
ご
み
排

（ｔ）

1,600

1,400

1,200

2,000

1,800

平
成
19
年
度

平
成
17
年
度

平
成
21
年
度

平
成
23
年
度

1,442

1,887

（図 4）最終処分量の実績推移

平成 24・25 年度 平成 26 年度以降

可燃ごみ

可燃ごみ※1

紙製容器包装

カン・ビン カン・ビン

プラスチック類

ペットボトル

プラスチック製容器包装

雑・粗大ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

蛍光管

危険ごみ 乾電池

（表）収集ごみの分別区分の変更概要

※ 1 ペットボトルやプラスチック製容器包装のいずれにも該
当しないプラスチック類を含む

※ 2 収集方法などの詳細については、決まり次第お知らせし
ます。
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環
境
に
優
し
い
持
続
可
能
な
循
環
型
の
ま

ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、
快
適
で
住
み
や
す
い

生
活
を
確
保
し
、
良
好
な
環
境
を
将
来
の
子

ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
ご

み
の
減
量
化
や
資
源
化
を
推
進
し
、
ご
み
問

題
を
広
く
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

目
安
と
し
て
、
一
人
当
た
り
の
１
日
平
均

排
出
量
に
換
算
す
る
と
、
生
ご
み
を
６
ｇ
削

減
、
古
紙
な
ど
を
10
ｇ
資
源
回
収
に
出
す
よ

う
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
処
理
計
画
の
基
本
方
針

ご
み
排
出
量
の
目
標

　

本
計
画
で
は
、
過
去
７
年
間
（
平
成
17
年

度
〜
平
成
23
年
度
）
の
実
績
値
を
基
に
、
人

口
予
測
や
国
・
県
の
目
標
値
を
加
味
し
て
ご

み
排
出
量
の
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
38
年
度
（
目
標
年
次
）
の
ご
み
排
出

今
後
の
取
り
組
み

　

目
標
の
達
成
と
基
本
方
針
の
推
進
の
た
め

に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
、
行
政
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
た
上
で
、
あ
ら

ゆ
る
場
面
に
お
い
て
ご
み
の
減
量
化
や
資
源

化
を
図
り
、
協
働
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（ｔ）

5,500

5,000

4,500

4,000

6,500

6,000

平
成
23
年
度

平
成
26
年
度

平
成
29
年
度

平
成
32
年
度

平
成
35
年
度

平
成
38
年
度

4,642
（目標値）

5,970

（図 5）ごみ排出量の目標推移

・ごみの分別排出の徹底

・拠点回収や集団回収への積極的な参加

・ごみの排出抑制行動

・マイバッグの使用

・簡易包装の選択

・リサイクル品の使用

・リサイクル活動への積極的な参加

・環境教育への積極的な参加や情報収集

～ 環境に優しいライフスタイルの実現 ～

町民の役割

・ごみの分別排出の徹底

・ごみの排出抑制行動

・リサイクル品の積極的な導入

・リサイクルルートの確保や開拓

・過剰包装の軽減と簡易包装の推進

・不要な梱包材の自粛や回収、再利用

・リサイクル可能な商品の開発や販売

・従業員などへの環境教育の実施

事業者の役割

～ 事業活動を通した環境に優しい行動の実践 ～

・事業所でのごみの排出抑制行動

・各種媒体を活用したごみの減量化や資源化の啓発

・環境教育の企画や実施

・分別収集の徹底についての啓発

・収集、運搬体制の整備

・ごみ処理に係る制度の見直しや適正な料金の設定

・ごみの減量化や資源化の取り組みに対する支援

・リサイクル商品の使用啓発

行政の役割
～ 循環型まちづくりの普及、啓発 ～

量
（
収
集
ご
み
と
直
接
搬

入
ご
み
の
合
計
）
の
目
標

は
約
４
６
４
２
ｔ
で
、
平

成
23
年
度
に
比
べ
て
約
１

３
２
８
ｔ
、
率
に
し
て
約

22
・
２
％
の
減
少
と
な
り

ま
す
（
図
５
）。
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地地域医療域医療
～救急医療現場の医師に聞く～

●問い合わせ先　役場健康課地域医療対策室

　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
―
―
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
救
急
医
療
の
最

前
線
で
活
躍
す
る
本
町
出
身
の
松
井

大
作
医
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

い
ま
し
た
。

　

松
井
医
師
の
語
ら
れ
た
「
救
急
医

療
の
現
場
」
と
「
医
師
の
現
状
」
そ

し
て
「
医
師
の
思
い
」
と
は
…
。

　

そ
れ
ら
を
知
り
、
限
ら
れ
た
医
療

資
源
を
私
た
ち
が
ど
う
使
え
ば
よ
い

か
、
そ
の
た
め
に
私
た
ち
に
何
が
で

き
る
の
か
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

―
―
救
急
医
療
に
進
む
動
機
・
き
っ
か
け
は

　

中
学
生
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
、
秘
境
で
医

療
を
行
う
こ
と
に
関
心
を
持
ち
始
め
、
医
師

を
志
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
ど
ん
な
症
状
で

も
診
ら
れ
る
、
目
の
前
で
何
か
遭
っ
た
人
に

対
し
て
医
師
と
し
て
何
か
が
で
き
る
の
で

は
」
と
思
い
、
救
急
医
療
に
進
み
ま
し
た
。

―
―
公
立
豊
岡
病
院
に
勤
務
さ
れ
た
経
緯
は

　

以
前
は
県
内
に
あ
る
病
院
で
、
重
症
患
者

だ
け
を
診
る
部
署
に
い
ま
し
た
が
、
Ｅ
Ｒ
型

と
呼
ば
れ
る
、
24
時
間
、
３
６
５
日
休
み
な

く
す
べ
て
の
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る
医
療

に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
公
立
豊
岡
病
院
を
選

び
、
現
在
は
但
馬
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
（
セ

ン
タ
ー
）
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
。

―
―
勤
務
の
現
状
は

　

勤
務
体
系
は
ハ
ー
ド
で
す
。

　

例
え
ば
、
今
回
（
取
材
日
前
後
）
は
朝
８

時
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
当
直
業
務
で
翌
日

の
朝
７
時
ま
で
連
続
し
て
業
務
を
行
い
、
当

直
明
け
に
数
時
間
休
み
、
そ
の
後
、
夜
ま
で

通
常
業
務
な
ど
が
続
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
勤
務
で
す
が
、
セ
ン
タ
ー
の

方
針
で
休
日
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
な
ど
の
出
動
は

　

現
在
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
担
当
医
師
は
10

人
。
ヘ
リ
は
６
人
乗
り
で
、
救
急
患
者
１
人
、

医
師
２
人
、
看
護
師
１
人
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
と

整
備
士
が
各
１
人
搭
乗
し
、
飛
行
中
に
治
療

を
始
め
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、
救
急
現
場
に
医
師
を

連
れ
て
行
く
だ
け
で
、
患
者
を
乗
せ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
救
急
車
と
合
流
後
、
医

師
が
救
急
車
に
乗
り
込
み
、
患
者
を
治
療
し

な
が
ら
病
院
に
向
い
ま
す
。

―
―
出
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

　

住
民
か
ら
消
防
本
部
に
１
１
９
番
通
報
が

あ
り
、
そ
の
中
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
場
合
や
救
急
隊
員
が

現
場
で
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
出
動
し
ま

す
。

　

香
美
町
の
場
合
は
美
方
広
域
消
防
本
部
か

ら
の
要
請
で
出
動
し
ま
す
。

―
―
現
場
に
医
師
が
急
行
す
る
こ
と
は

　

状
況
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
救
命
、
早
期

治
療
に
効
果
を
挙
げ
て
い
る
の
は
確
か
で
す
。

特
に
、
こ
の
地
域
は
移
動
距
離
の
こ
と
が
あ

り
、
搬
送
に
相
当
時
間
が
か
か
る
の
で
、
早

く
に
治
療
を
開
始
で
き
る
観
点
か
ら
も
効
果

が
高
く
、
こ
の
地
域
独
特
の
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

―
―
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
は　

　

こ
れ
は
ア
カ
ン
（
助
か
ら
な
い
）
と
思
っ

た
患
者
が
助
か
っ
た
と
き
や
「
元
気
に
な
り

ま
し
た
」
と
い
う
手
紙
が
届
い
と
き
、
ま
た
、

意
識
の
な
か
っ
た
患
者
や
大
き
な
手
術
を
し

た
患
者
が
元
気
に
な
っ
て
「
あ
り
が
と
う
」

と
お
礼
を
言
わ
れ
た
と
き
に
、
や
り
が
い
や

う
れ
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

■公立豊岡病院但馬救命救急センター医長

　日本救急医学会専門医

　松井大作医師　（香住区七日市出身）

　取材当日（8 月 17 日）はドクターカーでの出

動待機をしていた松井医師。

　ドクターヘリやドクターカーへの搭乗、ＩＣＵ

（集中治療室）での治療、手術、救急外来、一般診察。

これらに加え当直業務。こうした日々の激務の合

間を縫って取材を快く引き受けていただき、救急

医療現場のさまざまな現状、そして、救急医療の

最前線に立つ医師としての思いを率直に語ってく

れました。
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請
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
本
人
に
対
し
て

ど
こ
ま
で
医
療
を
行
え
ば
よ
い
か
、
普
段
か

ら
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
こ
ま
で
治
療
す
る
か
決
め
ら
れ
な
か
っ

た
り
、
線
引
き
で
き
な
か
っ
た
り
。
医
療
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
お
話
し
て
提
示
す
る
の
は

医
療
者
で
す
が
、
決
め
て
い
た
だ
く
の
は
や

は
り
本
人
や
家
族
に
な
り
ま
す
の
で
。

　

長
く
患
っ
て
い
る
身
内
が
い
て
、
か
か
り

つ
け
医
か
ら
「
何
か
あ
っ
た
ら
こ
れ
が
最
期

で
す
」
と
事
前
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
を
分
か
っ
て
い
て
も
、
ま
た
突
然
の
こ

と
で
心
情
的
に
も
判
断
が
つ
き
に
く
い
と
し

て
も
、
家
族
は
意
識
の
な
い
本
人
の
姿
を
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
つ
ら
さ
が
残
る
の
で
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

当
然
、
病
気
に
な
っ
て
み
な
け
れ
ば
考
え

ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
年
齢
に
関
係
な

く
、
特
に
、
高
齢
者
は
い
つ
ま
で
も
お
元
気

―
―
日
々
の
医
療
現
場
の
現
状
は

　

こ
こ
（
セ
ン
タ
ー
）
に
は
、
救
急
搬
送
や

救
急
外
来
の
受
診
な
ど
、
毎
日
、
多
く
の
患

者
が
集
中
し
ま
す
。
特
に
、
土
日
は
ま
る
で

野
戦
病
院
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
は
チ
ー
ム
医
療
で
、
救
急
医
や

看
護
師
を
含
め
た
す
べ
て
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

が
協
力
し
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

患
者
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
他
科
の
専
門
医

の
治
療
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

本
来
必
要
と
す
る
人
が
、
速
や
か
に
治
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
に
は
適
切
な

受
診
を
考
え
て
い
た
だ
く
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

―
―
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば

　

今
は
皆
さ
ん
の
ご
理
解
も
あ
っ
て
か
な
り

減
り
ま
し
た
が
、
自
分
の
都
合
で
時
間
外
に

受
診
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
場
合
は
「
夜
間
は
特
に

心
配
だ
か
ら
」
と
安
心
の
た
め
に
受
診
す
る

の
は
分
か
ら
な
く
は
な
い
で
す
。
今
は
、
核

家
族
化
し
て
い
て
、
昔
の
よ
う
に
祖
父
母
か

ら
「
様
子
を
み
た
ら
」
と
教
え
て
も
ら
う
こ

と
も
な
い
で
す
し
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
ど
う
し
た
ら
い
い
か

分
か
ら
な
い
と
き
は
、（
小
児
救
急
医
療
）

電
話
相
談
の
利
用
や
救
急
外
来
に
行
く
前
に

電
話
で
尋
ね
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
普
段
か
ら
の
心
が
け
は

　

町
内
の
病
院
で
は
「
何
時
ま
で
な
ら
救
急

対
応
で
診
て
も
ら
え
る
か
」
を
事
前
に
知
っ

て
お
く
と
い
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
分
か
ら

な
い
こ
と
は
（
町
内
の
病
院
に
）
電
話
で
聞

い
て
も
ら
え
れ
ば
。
な
に
よ
り
、
か
か
り
つ

け
医
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。　

　

ま
た
、
子
ど
も
の
場
合
「
熱
が
出
て
も
元

気
な
ら
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
い
う
よ
う
な
情

報
が
多
く
出
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も
「
こ
ん
な
と
き
は
…
」
と
い
う
情
報
が
あ

り
ま
す
の
で
、
普
段
か
ら
勉
強
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
。

―
―
ほ
か
に
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
が

　

具
合
が
悪
く
、
受
診
す
る
べ
き
か
ど
う
か

迷
っ
た
と
き
は
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
本
当
に
危
な
い
と
感
じ
た
ら
救
急
車
を

呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
無
理
に
我
慢
し
な
い
で
。

　

特
に
高
齢
者
は
我
慢
し
て
「
い
よ
い
よ
」

と
な
っ
て
か
ら
受
診
す
る
。
こ
ん
な
に
我
慢

し
な
く
て
も
い
い
の
に
と
い
う
人
が
多
い
の

で
、
む
し
ろ
「
変
だ
な
」
と
思
え
ば
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。

―
―
皆
さ
ん
に
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
は

　

救
急
搬
送
さ
れ
る
患
者
の
中
に
は
、
長
年

病
気
を
患
っ
て
人
生
の
最
期
を
迎
え
て
い
る

人
が
意
識
も
な
い
状
態
で
運
ば
れ
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
上
げ
に
く
い
こ
と
で
す
が
、
終
末
期

医
療
に
つ
い
て
も
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
と
。

今
は
医
療
が
進
歩
し
、
長
く
症
状
が
あ
り

ゆ
っ
く
り
弱
ま
っ
て
亡
く
な
る
人
、
い
き
な

り
ポ
ッ
ク
リ
と
亡
く
な
る
人
、
本
人
や
家
族

で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
で
救
急
車
を
要

な
わ
け
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
「
何
か
あ
っ
た

と
き
は
こ
う
だ
ね
」
と
か
「
自
分
が
ど
う
し

た
い
か
」
を
普
段
か
ら
考
え
た
り
家
族
と
話

し
合
っ
た
り
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
。

―
―
最
後
に
一
言　

　

医
療
資
源
が
少
な
い
こ
の
地
域
で
あ
れ
ば

こ
そ
、
限
ら
れ
た
今
あ
る
医
療
資
源
を
よ
り

有
効
に
使
う
こ
と
を
町
ぐ
る
み
で
考
え
て
い

た
だ
き
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
自
分
自
身
の
人
生
を
よ
り
よ
く

過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
普
段
か
ら

医
療
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
学
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
で
唯
一
、
そ
し
て
救
命
救
急
の
最
後

の
砦
と
な
る
公
立
豊
岡
病
院
但
馬
救
命
救
急

　終始、にこやかに取材を受ける松

井医師。その傍らには呼び出し用の

携帯電話。医師としての責務以上に

救急医療への思いを感じさせます。

セ
ン
タ
ー
。

　

待
っ
た
な
し
の
救
急
医
療
の
現

場
で
は
、
松
井
医
師
を
は
じ
め
と

し
た
医
師
や
看
護
師
、
そ
し
て
医

療
活
動
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
が
、
昼
夜
を
問
わ
ず
全
力
で

私
た
ち
の
命
と
生
活
を
守
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
を
「
受
け
身
」
で
は
な
く

「
自
分
自
身
」
の
こ
と
と
と
ら
え
、

普
段
か
ら
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
ま
し
ょ
う
。
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村
岡
区
高
井
地
内
に
あ
る
宅
地（
町
有
地
）

の
購
入
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
分
譲
は
１
区
画
（
区
画
番

号
７
番
）
の
た
め
、
購
入
希
望
者
が
確
定
次

第
、
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

町
有
宅
地
第
２
次
分
譲

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

 

役
場
建
設
課
・
各
地
域
局

分
譲
の
条
件

　

①
申
し
込
み
資
格

　

 　

 　

町
内
に
在
住
も
し
く
は
居
住
し
よ
う

と
す
る
人

　

②
宅
地
の
利
用
制
限

　

 　

 　

申
込
者
本
人
が
居
住
す
る
住
宅
を
10

年
以
内
に
建
築
し
居
住
す
る
こ
と

分
譲
地
の
概
要

　

①
所
在
地

　
　
　

村
岡
区
高
井
字
下し

も

だ

い

せ

ん

大
仙
３
６
６
番
８

　
　
　

（
行
政
区
は
「
光こ

う

よ

う陽
」）

　

③
面
積

　
　
　

２
９
８
・
65
㎡
（
90
・
34
坪
）

　

④
価
格

　
　
　

６
３
６
万
１
２
４
５
円

　
　
　

（
１
㎡
当
た
り
２
万
１
３
０
０
円
）

　
　
　

※
上
下
水
道
の
加
入
料
金
を
含
む

　

町
内
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
下
水
道

の
整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
（
下
水
道
接
続

率
は
左
表
の
と
お
り
）。
供
用
が
始
ま
っ
た

地
域
の
皆
さ
ん
は
、
早
期
に
下
水
道
へ
接
続

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
工
場
の
汚
水
を
下
水
道
へ
流
す
場

合
は
、
事
前
の
届
出
や
、
工
場
排
水
の
水
質

改
善
の
た
め
に
新
た
に
排
水
設
備
の
設
置
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
下
水
道
接
続
工
事
を
行
う
際
、
次

の
利
子
補
給
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
上
下
水
道
課

私
た
ち
の
宝
〝
海
や
川
〞
を
汚
さ
な
い
よ
う

利
子
補
給
制
度

　

く
み
取
り
式
や
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る

一
般
家
庭
が
、
町
内
の
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
て
下
水
道
接
続
工
事
を
行
う
場
合
、

町
が
利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

　

制
度
の
内
容
な
ど
は
役
場
上
下
水
道
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 接続率は、各処理区の人口に対する下水道接続人口の割合。
※ カッコ内は当該処理区内で供用開始した最も早い区域の年月。

各処理区別下水道接続率

地域・処理区
接続率

（今年 7月末現在）
供用開始年月

町全域 72.0％

香住区 65.7％

香住 50.0％ H18.5（一部 H16.3）

奥佐津 83.2％ H14.8（一部 H13.4）

相谷 90.2％ H13.4

安木 91.3％ H11.1

佐津 98.0％ H9.3

柴山 74.5％ H15.3（一部 H13.4）

長井北 93.9％ H9.3

長井南 93.7％ H10.3

余部 95.7％ H11.4

鎧 92.4％ H12.4

御崎 86.8％ H13.4

村岡区 84.7％

村岡 88.2％ H12.12（一部 H9.3）

兎塚 75.1％ H16.12（一部 H14.3）

射添 84.0％ H17.12（一部 H10.11）

大笹 95.9％ H16.12（一部 H2.1）

山田 85.0％ H15.8（一部 H14.10）

境 78.3％ H16.3

作山 67.7％ H17.1

小代区 74.6％

小代北 75.6％ H15.3（一部 H14.3）

小代南 71.3％ H14.6（一部 H14.4）

神場 47.7％ H14.4

１
ヵ
月
に
１
回
程
度
を
目
安
に　

「
ク
リ
ー
ン
ま
す
」
の
掃
除

　

下
水
道
に
接
続
済
み
の
皆
さ
ん
で
、
自

宅
の
屋
外
排
水
路
に
ク
リ
ー
ン
ま
す
を
設

置
し
て
い
る
場
合
、
こ
ま
め
に
掃
除
し
ま

し
ょ
う
（
１
ヵ
月
に
１
回
程
度
を
目
安
）。

　

ク
リ
ー
ン
ま
す
の
掃
除
を
怠
る
と
、
宅

内
の
排
水
口
か
ら
悪
臭
が
し
た
り
、
油
脂

分
な
ど
の
固
着
に

よ
っ
て
排
水
が
逆
流

し
、
宅
内
の
排
水
口

か
ら
あ
ふ
れ
出
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
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申
し
込
み
か
ら
契
約
ま
で
の
流
れ

　

①
現
地
確
認

　
　
　

申
込
者
が
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

②
申
込
方
法

　

 　

 　

申
込
書
類
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、
役
場
ま
た
は
各
地
域
局
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

　

③
譲
渡
代
金
の
納
入
方
法

　

 　

 　

譲
渡
契
約
締
結
日
ま
で
に
、
内
金
と

し
て
譲
渡
代
金
の
３
分
の
１
以
上
の
額

を
納
入
し
て
く
だ
さ
い（
全
額
納
入
可
）。

　
　

 　

残
金
は
、
譲
渡
契
約
締
結
日
か
ら
３

年
以
内
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

④
分
譲
宅
地
の
引
渡
時
期

　
　
　

譲
渡
代
金
の
全
額
納
入
後
で
す
。

　
　

※ 

そ
の
他
の
条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、

申
し
込
み
時
に
説
明
し
ま
す
。

分譲地の所在

７７

分譲地の配置

　

下
水
道
の
集
合
処
理
区
域
の
宅
地
を
対
象

に
、
地
下
水
の
か
ん
養
や
水
資
源
の
有
効
活

用
を
目
的
と
し
た
施
設
の
設
置
に
対
し
て
、

次
の
よ
う
な
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
（
申
請

期
限
は
今
年
12
月
末
）。

雨
水
貯
留
施
設
（
浄
化
槽
の
転
用
）

　

下
水
道
接
続
で
不
要
に
な
っ
た
浄
化
槽
を

転
用
し
、
庭
の
花
や
家
庭
菜
園
へ
の
水
や
り

な
ど
に
利
用
で
き
る
よ
う
雨
水
を
貯
め
る
貯

留
槽
に
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

・ 

助
成
額
… 

改
造
工
事
費
の
３
分
の
２
（
上

限
10
万
円
）

雨
水
貯
留
・
浸
透
施
設
設
置
助
成
制
度

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
上
下
水
道
課

雨
水
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

雨
水
貯
留
施
設
（
雨
水
タ
ン
ク
）

　

屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
タ
ン
ク
（
助
成
対

象
は
容
量
２
０
０
ℓ
以
上
）
に
た
め
て
、
庭

の
花
や
家
庭
菜
園
の
水
や
り
な
ど
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

・ 

助
成
額
… 

購
入
費
お
よ
び
設
置
工
事
費
の

３
分
の
２
（
上
限
５
万
円
）

雨
水
浸
透
施
設

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
し
た
敷
地
で
も
、
屋

根
や
敷
地
内
に
降
っ
た
雨
水
を
地
下
に
浸
透

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・ 

助
成
額
… 

購
入
費
お
よ
び
設
置
工
事
費
の

３
分
の
２
（
上
限
５
万
円
）

緑のまちづくりを応援！緑のまちづくりを応援！
県民まちなみ緑化事業

●問い合わせ先●問い合わせ先

役場建設課役場建設課

但馬県民局まちづくり建築第 1課　℡ 0796・26・3756但馬県民局まちづくり建築第 1課　℡ 0796・26・3756

　現在、兵庫県は植樹や芝生化などの緑化活

動に最大 400 万円まで助成を受けることが

できる「県民まちなみ緑化事業」を募集して

います。

　区（自治会）、緑化団体などの住民団体や

土地所有者などが行う公園・広場・空地・学

校・幼稚園などの植樹や芝生化、駐車場の芝

生化、建築物の屋上・壁面緑化などが対象です。

　対象地域は、緑豊かな地域環境の形成に関

する条例の「まちの区域」など一定の要件が

あります（学校の校庭や幼稚園・保育園の園

庭の芝生化は県下全域が対象）。

　なお、今年度の募集期限は11月30日 (金 )

です。

■ 本事業による緑化の例
　・沿道緑化（左）
　・校園庭の芝生化（下）



広報 ふるさと香美 2012.9 － 10

まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

〝
あ
い
さ
つ
〞
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

町
内
全
世
帯
の
約
４
分
の
１
（
１
９

０
１
世
帯
、
平
成
24
年
２
月
現
在
）

を
占
め
る
単
身
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
。
昨
年
11
月
に
発
足
し
た
「
に
こ
に

こ
香
美
ネ
ッ
ト
」
は
、
そ
う
し
た
人
々
の

問
題
や
異
変
を
早
期
発
見
し
、
孤
立
死
な

ど
を
防
ご
う
と
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

発
足
後
、新
聞
配
達
事
業
所
か
ら
「
何

日
分
か
の
新
聞
が
郵
便
受
け
に
た

ま
っ
て
い
る
家
が
あ
る
」
と
の
連
絡
が
あ

り
、
家
庭
訪
問
し
て
み
る
と
、
発
熱
の
た

め
に
数
日
間
起
き
上
が
れ
な
か
っ
た
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
を
確
認
。
そ
の
後
、
緊

急
時
の
体
制
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

に
こ
に
こ
香
美
ネ
ッ
ト
は
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
な
く
し
て
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
日
常
生
活
の
中
で
「
こ
ん
に
ち

は
」「
お
元
気
で
す
か
」
と
い
っ
た
あ
い

さ
つ
か
ら
始
め
、
ご
近
所
の
高
齢
者
へ
の

声
掛
け
や
見
守
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

そ
し
て「
最
近
、見
か
け
な
く
な
っ
た
」「
寝

間
着
で
外
出
し
て
い
る
」「
夜
に
な
っ
て

も
家
の
明
か
り
が
つ
か
な
い
」
な
ど
、
こ

れ
ま
で
と
様
子
が
違
っ
た
り
、
気
掛
か
り

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
き
い
き
相
談
セ
ン

タ
ー
や
香
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
訪
問
活
動
や
関
係
機
関
と

の
連
絡
を
通
し
て
、
必
要
な
支
援
を
行
い

ま
す
。

今
後
、
見
守

り
へ
の
意

識
を
高
め
て
も
ら

う
た
め
に
、
研
修

会
の
開
催
な
ど
も

予
定
し
て
い
ま
す

（
日
程
・
場
所
な

ど
は
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
）。
ぜ

ひ
、
研
修
会
を
受

講
い
た
だ
き
、
高

齢
者
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

まはさ声そ間もれな

通 信
●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

いきいき
「
に
こ
に
こ
香
美
ネ
ッ
ト
」

「
に
こ
に
こ
香
美
ネ
ッ
ト
」
に

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
開
始

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

９
月
１
日
か
ら
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
し
た

　

ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
は
、
９
月
１
日
か
ら

生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
生
ワ
ク
チ
ン
）
に
代

え
て
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
）
に
よ
る
予
防
接
種
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
接
種
方
法
な
ど
が
次
の
と

お
り
変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生ワクチン
（8月末で終了）

不活化ワクチン
（9月から開始）

接種方法
経口接種

（口から飲む）
皮下接種

（皮下に注射）

接種回数 2回
4回

（初回 3回、追加 1回）

接種時期
集団接種
（春と秋）

個別接種
（年間随時）

生ワクチンと不活化ワクチンの違い

接
種
回
数
に
つ
い
て

　

生
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接
種
で
し
た
が
、
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、
初
回
接
種
と
し
て
20
日

以
上
の
間
隔
を
お
い
て
３
回
、
そ
し
て
、
追

加
接
種
と
し
て
初
回
接
種
か
ら
６
ヵ
月
以
上

の
間
隔
を
あ
け
て
１
回
、
合
計
４
回
の
接
種

が
必
要
で
す
。

　

な
お
、標
準
的
な
初
回
接
種
は
、生
後
３
ヵ

月
か
ら
12
ヵ
月
で
す
。

　

た
だ
し
、
生
後
90
ヵ
月
（
７
歳
６
ヵ
月
）

ま
で
な
ら
、
過
去
に
生
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

て
い
な
い
人
も
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
で
に
生
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
場
合

　

・ 

生
ワ
ク
チ
ン
を
『
１
回
』
接
種
し
た
人

　
　

↓ 

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
を
あ
と
３
回
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
生
ワ
ク
チ
ン
を
『
２
回
』
接
種
し
た
人

　
　
　

↓ 

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

接
種
す
る
に
は

　

接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
に
各
自
で
直

接
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
接
種
当

日
は
予
診
票
と
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

接
種
で
き
る
の
は
香
美
町
、
新
温
泉
町
、

豊
岡
市
に
あ
る
一
部
の
医
療
機
関
に
限
ら
れ

ま
す
（
接
種
費
用
は
無
料
）。

　

詳
し
く
は
役
場
健
康
課
に
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
に
よ
り
、
今
年

11
月
に
役
場
本
庁
舎
お
よ
び
村
岡
区
民
セ
ン

タ
ー
で
予
定
し
て
い
た
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種

は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
】
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地
震
が
発
生
し
た
と
き
に
報
道
さ
れ
る

「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
と
「
震
度
」
と
は
、

一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

簡
単
に
言
え
ば
、
地
震
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

の
大
き
さ
を
表
す
尺
度
が
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
、

揺
れ
の
大
き
さ
を
表
す
尺
度
が
震
度
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
人
の
声
に
例
え
て
み
る
と
、
話

し
声
の
大
き
さ
が
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
、
聞
こ

え
た
声
の
大
き
さ
が
震
度
と
な
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
大
き
い
声
で
話
し
て
も
、
離
れ

た
所
で
は
小
さ
く
聞
こ
え
る
も
の
。
地
震
も

同
じ
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
大
き
く
て
も
、

震
源
か
ら
遠
く
離
れ
る
ほ
ど
震
度
は
小
さ
く

な
り
ま
す
。
逆
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
小
さ

く
て
も
、
震
源
か
ら
近
け
れ
ば
震
度
は
大
き

く
な
り
ま
す
。

問い合わせ先

　役場総務課防災安全室

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
震
度

震度 0 ・ 人は揺れを感じない

震度 1
・ 屋内で静かにしている人の中には、揺れを
わずかに感じる人がいる

震度 2
・ 屋内で静かにしている人のほとんどが、揺
れを感じる
・ つり下げ式の電灯などがわずかに揺れる

震度 3
・ 屋内にいる人のほとんどが、揺れを感じる
・ 棚にある食器類が音をたてることがある

震度 4
・ ほとんどの人が驚く
・ つり下げてある物は大きく揺れ、棚にある
食器類が音を立てる

震度 5弱
・ ほとんどの人が恐怖を感じ、物につかまり
たいと感じる
・ 棚にある食器類や本が落下することがある

震度 5強
・ 固定していない家具が倒れることがある
・ 補強されていないブロック塀が崩れること
がある

震度 6弱
・ 立っていることが難しい
・ ドアが開かなくなることがある
・ 壁のタイルや窓ガラスが壊れることがある

震度 6強
・ はわないと動くことができない
・ 固定していない家具のほとんどが移動し、
倒れるものが多くなる

震度 7
・ 耐震性の低い木造建物は、傾くものや、倒
れるものがさらに多くなる

震度と想定される被害

お
ー
い
！

バ
ッ
チ
リ

　

聞
こ
え
る
よ
！

バ
ッ
チ
リ

聞
こ
え
る
よ
！

バ
聞
こ
え
る
よ

大きな声（大きなマグニチュー
ド）でも、呼びかける人（震源）
からの距離が遠ければ、声（震
度）は伝わらない…

？？よ
く

　

聞
こ
え
な
い
な
ぁ
…

よ
く聞

こ
え
な
い
な
ぁ
…

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と

　
　
　
　

震
度
の
関
係

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

こんな
とき、どうする？

～ 増え続ける〝劇場型の投資詐欺〟 ～

【事例】

　ミャンマーの通貨「チャット紙

幣」の購入を勧誘された。購入す

れば数倍額もうかると言われ、し

つこさに根負けして、総額 450

万円のうち 200 万円を送金した。

　翌日、新聞で詐欺だと分かり、

警察に被害届を出して対処しても

らったが返金には至らなかった。

【ひとことアドバイス】

◇ 劇場型の投資詐欺です。

◇ 電話での勧誘ということもあり、

被害者の手元に残る書類はなく、

業者の連絡先をつきとめて電話

をかけても繋がりませんでした。

◇ 最近は手口が悪質・巧妙化して

います。

　 複数の業者が登場し「権利を

譲ってほしい」「名義を借りた

い」「謝礼は数倍額支払う」と

言葉巧みに勧誘してきます。

◇ あなただけがもうかる話はあり

ません。きっぱりと断りましょ

う。

相談は

　こちらへ…

役場消費生活相談窓口（町民課内）
　℡ 0796・36・1941（直通）
たじま消費者ホットライン
　℡ 0796・23・1999
※相談無料で秘密は厳守 !!
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

文 

芸 

か 

み

香
住
短
歌
会

な
で
し
こ
の
清
ら
に
咲
け
る
夏
の
野
辺
ス
ト
ロ
ー
の
ば

し
花
か
ら
花
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井 

清
子

短
歌
と
う
良
き
学
び
舎
に
出
会
い
来
て
六
十
路
を
少
し

上
っ
て
み
た
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
本 

道
代

わ
が
影
は
後
か
ら
先
え
と
追
い
越
し
て
手
を
引
く
道
は

七
十
路
の
坂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西 

弘

故
郷
に
戻
れ
ば
青
い
鳥
と
な
り
羽
を
休
め
る
立
ち
位
置

を
知
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村 

美
砂
子

手
を
ふ
り
て
帰
り
ゆ
く
孫こ

を
見
送
れ
ば
部
屋
に
は
積
み

木
の
ま
だ
遊
び
い
る　
　
　
　
　
　
　

川
端 

幸
代

礎
を
抱
き
ゐ
し
ま
ま
の
形
し
て
大
樹
と
な
り
し
根
が
守

る
森　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西 

松
子

こ
の
夏
の
不
景
気
の
波
に
連
動
す
る
か
わ
れ
ら
ヒ
ト
科

は
次
々
と
逝
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田 

冨
美
代

立
ち
ど
ま
ら
ず
ウ
イ
ン
ク
を
し
て
足
早
に
去
り
行
く
中

学
生
青
春
の
門
を
入
り
に
し
か　
　
　

滝
本 

正
直

疲
れ
た
る
具
体
を
湯
船
に
浸
し
お
れ
ば
明
日
へ
繋
げ
る

勇
気
の
湧
き
く
る　
　
　
　
　
　
　
　

玉
置 

美
佐
子

明
け
方
の
夢
に
出
て
来
し
亡
き
夫つ

ま

に
ひ
た
い
を
ポ
ン
と

指
で
は
じ
か
る
る　
　
　
　
　
　
　
　

中
村 

典
子

こ
れ
し
き
の
こ
と
が
何
だ
と
諭
し
つ
つ
少
年
の
涙
ぬ
ぐ

い
て
や
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田 

和
代

週
一
度
の
贅
沢
な
り
し
デ
イ
ケ
ア
の
特
浴
ジ
ェ
ッ
ト
バ

ス
に
浸
り
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田 

明
美

大
海
の
年
輪
の
ご
と
く
寄
せ
て
く
る
波
は
閉
ざ
せ
る
胸

解
放
し
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原 

町
子

絶
え
か
け
し
夕
す
げ
の
花
人
々
の
保
護
に
こ
た
へ
て
海

辺
に
咲
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田 

素
子

◆
定
例
会　

（
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　

毎
月
第
二
木
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属
の
各

団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

が診療しています常勤医師
　常勤医師の不在によって診療体制を

縮小（週 2回）していた小代診療所（医

科）ですが、このたび 9月 1日付で石

川成
し げ の り

範医師が着任し、9月 3 日からは

診療体制を週 5日（平日のみ）として

います。

　今後とも皆さんのご理解とご協力を

お願いします。

　なお、診療時間など

の詳細については、役

場健康課または小代診

療所（医科）（℡ 0796

・97・2023）にお問い

合わせください。

小代診療所（医科）
香美町国民健康保険

９月 3日から

　平成6年度に但馬地域を舞台に開催された「但

馬・理想の都の祭典」から 20 年となる平成 26

年度に、但馬地域が抱

えるさまざまな課題の

解決と新たな夢を実現

していくため、公民協

働による但馬地域創生

のプロジェクト「夢但

馬 2014」を取り組みま

す。

　具体的な取り組みに

ついては、後日お知らせします。

～出会い・感動～

夢但馬 2014

▲ロゴマーク

■問い合わせ先

　夢但馬 2014 推進協議会事務局

　（但馬県民局地域政策室ふるさと但馬創生課内）

　℡ 0796・26・3675
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 24年 8月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

　

救
急
医
療
現
場
の
生
の
声
を
お
届

け
し
よ
う
と
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
松
井
大
作
医
師
に
は
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

役
場
地
域
医
療
担
当
者
と
私
の
２
人

で
押
し
か
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
嫌

な
そ
ぶ
り
一
つ
見
せ
ず
、
取
材
に
応

じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
▼
貴
重
な
体

験
談
や
医
師
の
立
場
か
ら
は
言
い
に

く
い
こ
と
を
率
直
に
語
っ
て
い
た
だ

く
中
で
、
現
場
の
実
態
と
命
を
預
か

る
医
師
の
苦
悩
を
垣
間
見
た
気
が
し

ま
す
▼
私
の
力
不
足
で
す
べ
て
を
掲

載
で
き
な
い
こ
と
は
く
や
し
い
限
り

で
す
が
、
皆
さ
ん
に
救
急
医
療
を
考

え
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
（
み
う
ら
）

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（7/21 ～ 8/20）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※ このコーナーは、先月（7/21 ～ 8/20）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

矢
田
川
の
源
流
か
ら
河
口
ま
で
を
た
ど
る
旅

矢
田
川
族
（
８
月
４
〜
５
日
）

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内
を
南
北
に
貫
く
清
流
矢
田
川
の
源
流
か
ら
河
口
ま
で
を
た
ど
り
、
人
と

自
然
の
関
わ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
中
で
育
ま
れ
た
文
化
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
町
歴
史
文
化
遺
産
活

性
化
実
行
委
員
会
と
町
教
育
委
員
会
が
企
画
し
、
今
回
初
め
て
行
っ
た
も
の
。
１
泊
２
日
の
日
程
で
、

小
学
３
年
生
か
ら
59
歳
ま
で
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
、
小
代
区
の
赤
倉
山
付
近
を
歩
い
て
矢
田
川
の
源
流
を
探
っ
た
参
加
者
。
木
々
が
夏
の
陽
射

し
を
遮
る
と
は
い
え
、
額
を
流
れ
る
汗
が
止
ま
る
こ
と
は
な
く
、
約
２
時
間
か
け
て
よ
う
や
く
源
流

に
到
着
。
ブ
ナ
の
森
に
ひ
ん
や
り
し
た
空
気
が
漂
う
中
、
参
加
者
は
達
成
感
と
と
も
に
、
矢
田
川
の

最
初
の
一
滴
と
こ
こ
か
ら
始
ま
る
壮
大
な
水
の
旅
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

　

秋
岡
集
落
セ
ン
タ
ー
で
地
元
住
民
の
歓
迎
を
受
け
て
疲
れ
を
い
や
し
た
翌
日
、
小
代
小
学
校
か
ら

油
良
橋
付
近
（
香
住
区
油
良
）
ま
で
の
約
30
㎞
を
矢
田
川
に
沿
っ
て
自
転
車
で
移
動
。
そ
の
後
、
河

川
敷
で
カ
ヌ
ー
に
乗
り
換
え
て
、
し
お
か
ぜ
香
苑
ま
で
の
約
３
㎞
で
川
下
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

２
日
目
か
ら
参
加
し
た
寺
川
空こ

う

た汰
く
ん
（
柴
山
小
４
年
、
香
住
区
上
計
）
は
「
矢
田
川
は
す
ご
く

き
れ
い
。
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
校
舎
に
「
あ
り
が
と
う
・
さ
よ
な
ら
」

香
住
小
学
校
旧
校
舎
で
最
後
の
全
校
登
校
日
（
８
月
10
日
）

　

２
学
期
か
ら
新
校
舎
に
移
転
し
た
香
住
小
学
校
（
山
本
真
校
長
、
４
２
３
人
）。
８
月
10
日
、
旧
校
舎

最
後
と
な
る
全
校
登
校
日
が
あ
り
、
児
童
た
ち
は
お
世
話
に
な
っ
た
学
び
舎や

に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

旧
校
舎
の
う
ち
南
校
舎
は
昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年
、
北
校
舎
は
昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
に
そ
れ
ぞ

れ
完
成
。
両
校
舎
と
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
耐
震
性
が
低
い
こ
と
な
ど
か
ら
昨
年
７
月
、
新
校

舎
建
設
に
着
手
し
、
今
年
完
成
。
旧
校
舎
は
今
秋
か
ら
解
体
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
全
校
集
会
で
同
小
６
年
生
が
作
っ
た
「
あ
り
が
と
う
校
舎 

さ
よ
な
ら
校
舎
」
を
全
校
生

が
歌
っ
た
後
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
校
舎
の
中
を
見
学
。
思
い
思
い
に
懐
か
し
い
場
所
を
巡
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
正
15
（
１
９
２
６
）
年
に
購
入
し
、
倉
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
た
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
ア
ン
ド
・

サ
ン
ズ
社
（
ア
メ
リ
カ
）
製
の
高
級
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
も
公
開
。「
当
時
、
こ
れ
１
台
を
買
う
金
額
で
家

が
２
、
３
軒
建
っ
た
」
と
の
説
明
を
受
け
た
児
童
た
ち
は
、
優
し
く
鍵
盤
に
触
れ
、
そ
の
音
色
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
教
室
で
い
す
や
机
を
掃
除
し
て
廊
下
に
運
び
だ
し
た
児
童
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
教
室
に
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

▲旧校舎最後のぞうきんがけを行う児童たち（2年 2組）▲旧校舎最後のぞうきんがけを行う児童たち（2年 2組）

▲矢田川の源流に到着した参加者とスタッフ▲矢田川の源流に到着した参加者とスタッフ
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夫
妻
で
同
和
問
題
、
結
婚
差
別
を
語
る

香
住
区
人
権
講
演
会
（
８
月
19
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　

講
師
は
徳
島
県
人
権
啓
発
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会
「
止し

よ

う揚
の

会
」
事
務
局
の
中
倉
茂
樹
さ
ん
と
妻
の
宏
美
さ
ん
。
茂
樹
さ
ん
は
、

昨
年
12
月
に
も
同
会
場
で
講
演
。
被
差
別
部
落
に
生
ま
れ
た
こ
と

で
体
験
し
た
結
婚
差
別
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
回

は
宏
美
さ
ん
も
自
身
の
家
族
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
静
か
に
会
場
に

語
り
か
け
ま
し
た
。

　

中
倉
さ
ん
夫
妻
は
今
か
ら
６
年
前
の
平
成
18
年
に
結
婚
。
知
り

合
っ
て
し
ば
ら
く
し
て
、
宏
美
さ
ん
が
両
親
に
結
婚
し
た
い
と
告

げ
る
と
「
部
落
の
人
な
の
か
」
と
言
わ
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
後
、

両
親
か
ら
結
婚
を
諦
め
る
よ
う
に
何
度
も
説
得
さ
れ
、
宏
美
さ
ん

は
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
日
々
が
続
い
た
そ
う
で
す
。
茂

樹
さ
ん
の
支
え
も
あ
り
「
親
を
連
れ
て
結
婚
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

幸
せ
に
な
る
た
め
に
前
に
進
も
う
」
と
決
意
。
両
親
の
理
解
を
得

ら
れ
な
い
ま
ま
入
籍
し
ま
し
た
。

　

結
婚
後
も
両
親
か
ら
は
何
の
連
絡
も
な
く
「
こ
ん
な
こ
と
で
親

子
の
縁
が
切
れ
る
の
か
」
と
失
意
の
日
々
を
過
ご
し
た
と
の
こ
と

で
す
が
、
わ
だ
か
ま
り
が
解
け
た
の
は
、
長
男
を
連
れ
て
初
め
て

実
家
を
訪
れ
た
と
き
。
父
親
は
「
部
落
の
人
間
は
怖
い
」
と
い
う

先
入
観
が
あ
っ
た
こ
と
を
宏
美
さ
ん
に
告
白
。
宏
美
さ
ん
は
「
子

ど
も
の
姿
を
見
て
、
わ
だ
か
ま
り
が
解
け
た
と
思
う
」
と
し
「
被

差
別
部
落
出
身
で
は
な
い
私
が
自
分
自
身
の
経
験
を
語
る
こ
と
で
、

多
く
の
人
に
共
感
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
。
人
の
意
識
や

気
持
ち
が
変
わ
っ
て
い
く
の
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
に
出
場
す
る
瀬
戸
浦
選
手
を
激
励
！

壮
行
会
（
８
月
17
日
、
役
場
本
庁
舎
）　

７
月
に
加
古
川
市
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会
兵
庫
県
大
会
に

出
場
し
た
香
住
第
一
中
学
校
陸
上
部
の
瀬
戸
浦
佑
奈
さ
ん
（
同
中
３
年
、香
住
区
駅
前
）
は
、

女
子
１
０
０
ｍ
で
12
秒
41
を
出
し
て
優
勝
。
２
０
０
ｍ
で
も
25
秒
87
で
４
位
と
な
り
、
い

ず
れ
の
種
目
も
第
39
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
（
８
月
19
日
〜
、千
葉
市
）

の
参
加
標
準
記
録
を
突
破
し
た
た
め
、
同
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

瀬
戸
浦
さ
ん
は
身
長
１
５
５
㎝
と
小
柄
な
が
ら
、
体
幹
の
強
じ
ん
な
筋
力
を
生
か
し
た

ピ
ッ
チ
走
法
を
持
ち
味
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
２
月
に
右
足
を
故
障
。
約
１
ヵ
月
間
練
習

が
で
き
ず
に
焦
り
を
感
じ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
あ
き
ら
め
ず
に
努
力
を
重
ね
、
全
国
大

会
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
出
場
前
の
８
月
17
日
に
長
瀬
町
長
を
表
敬
訪
問
。
長
瀬
町
長
は
「
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
香
美
町
の
名
を
全
国
に
と
ど
ろ
か
せ
て
も
ら
い
た

い
」
と
激
励
。
瀬
戸
浦
さ
ん
は
「
い
つ
も
ど
お
り
の
走
り
を
し
た
い
」
と
大
舞
台
に
気
後

れ
す
る
こ
と
な
く
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
、
１
０
０
ｍ
で
13
秒
00
、
２
０
０
ｍ
で
26
秒
30
の
タ
イ
ム
を
出
し
た
も

の
の
、
決
勝
進
出
は
惜
し
く
も
逃
し
ま
し
た
。

熱
気
あ
ふ
れ
る
村
岡
の
夏
ま
つ
り

第
39
回
村
岡
ふ
る
里
ま
つ
り
（
８
月
４
日
、
村
岡
商
店
街
）

　

村
岡
の
夏
を
彩
る
恒
例
の
「
村
岡
ふ
る
里
祭
り
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
８

月
４
日
、
多
く
の
出
店
が
立
ち
並
ぶ
村
岡
商
店
街
で
盛
大
に
行
わ
れ
、
三
輪
車
レ
ー

ス
や
子
ど
も
大
名
行
列
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
見
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

名
物
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
、
三
輪
車
に
乗
っ
て
約
４
０
０
ｍ
の
特
設
コ
ー
ス
を
４

人
１
チ
ー
ム
で
リ
レ
ー
す
る
「
第
10
回
爆
笑
三
輪
車
大
会
」
に
は
10
チ
ー
ム
が
参
戦
。

コ
ー
ス
中
に
は
関
門
が
設
置
さ
れ
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
中
に
隠
れ
て
い
る
あ
め
玉
を
口

で
探
し
た
り
、
氷
水
の
中
に
あ
る
硬
貨
を
手
で
探
し
当
て
た
り
す
る
選
手
の
姿
に
、

コ
ー
ス
脇
か
ら
は
大
き
な
笑
い
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
殿
様
や
お
姫
様
、
や
っ
こ
な
ど
の
衣
装
を
身
に
付
け
た
子
ど
も
た
ち
が

商
店
街
を
練
り
歩
く
「
村
岡
藩
山
名
子
ど
も
大
名
行
列
」
が
沿
道
を
和
ま
せ
た
ほ
か
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
や
音
楽
演
奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
な

ど
、
商
店
街
は
夜
遅
く
ま
で
祭
り
の
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

▲沿道からの声援を受けながら三輪車をこぐ選手▲沿道からの声援を受けながら三輪車をこぐ選手

▲長瀬町長を表敬訪問した瀬戸浦さん（写真中央）と寺田浩史顧問（写真右）▲長瀬町長を表敬訪問した瀬戸浦さん（写真中央）と寺田浩史顧問（写真右）

▲ 2人の息子とステージに立つ中倉夫妻



この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
90
号
）
平
成
24
年
9
月
13
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

まちのうごき

（平成 24 年 8 月 1 日現在）

合　計　20,326 人（－  31）

　男　　 9,707 人（－  10）

　女　　10,619 人（－  21）

世帯数  6,837 世帯（＋　1）

カッコ内は前月比

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

慶
安
３
（
１
６
５
０
）
年
、
国
入
り
し
た
鳥
取
藩
初
代
藩

主
の
池
田
光
仲
が
因い

な

ば幡
東
照
宮
（
現
在
の
樗

お
う
ち
だ
に谿

神
社
、
鳥
取

市
）
を
建
立
し
た
際
に
披
露
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、

そ
の
後
、
因
幡
国
（
鳥
取
県
東
部
）
を
中
心
に
広
が
り
、
但

馬
国
（
兵
庫
県
北
部
）
に
も
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
鎧
区
の
も

の
は
そ
の
最
東
端
と
な
り
ま
す
。

　

町
内
で
唯
一
伝
承
さ
れ
て
い
る
麒
麟
獅
子
舞
と
し
て
、
平

成
６
（
１
９
９
４
）
年
12
月
１
日
に
町
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
の
指
定
を
受
け
た
ほ
か
、
但
馬
麒
麟
獅
子
舞
の
一
つ
と
し

て
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
、
文
化
庁
か
ら
「
記
録
等
の
処

置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
に
因
幡
麒
麟
獅
子
舞

と
と
も
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
秋
祭
り
は
10

月
５
日
（
金
）。
麒
麟

獅
子
舞
の
奉
納
は
同
日

午
後
１
時
45
分
ご
ろ
か

ら
鎧
港
付
近
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

勇
壮
な
舞
の
中
に
、

こ
の
民
俗
芸
能
を
語
り

継
い
で
き
た
人
々
の
思

い
を
感
じ
取
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

朝
晩
の
涼
や
か
な
風
が
秋
の
気
配
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
十じ

ゅ

う

に

し

ゃ

二
社
神
社
（
香
住
区
鎧
）
の
秋

祭
り
で
奉
納
さ
れ
る
鎧
麒き

り

ん

じ

し

ま

い

麟
獅
子
舞
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

獅
子
舞
は
、
ラ
イ
オ
ン
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
想
像
上
の
生

き
物
「
獅し

し子
」
の
頭
（
獅し

し

が

し

ら

子
頭
）
を
か
ぶ
っ
て
舞
う
民
俗
芸

能
の
一
つ
で
、
全
国
各
地
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

種
類
は
千
差
万
別
で
、
獅
子
頭
の
種
類
や
中
に
入
る
人
数
、

伴
奏
で
用
い
る
楽
器
、
振
り
付
け
な
ど
に
よ
っ
て
違
い
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

鎧
区
の
獅
子
頭
は
想
像
上
の
生
き
物
「
麒き

り

ん麟
」
で
、
頭
か

ら
角
が
１
本
生
え
て
い
ま
す
。
言
い
伝
え
で
は
、
麒
麟
は
聖

獣
と
さ
れ
、
優
れ
た
君
主
が
政
治
を
行
う
と
き
に
姿
を
現
す

第
26
回

町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

鎧
麒き

り

ん

じ

し

ま

い

麟
獅
子
舞

▲勇壮な舞を披露する「鎧麒麟獅子舞」

●
平
成
24
年 

三さ

ん

ば

そ

う

番
叟
奉
納
日
程

■
訓
谷
三
番
叟
（
香
住
区
訓
谷 

沖
野
神
社
境
内
芝
居
堂
）

　

・
宵
宮
…
10
月
１
日
（
月
）
午
後
７
時
30
分
〜

　

・
本
宮
…
10
月
２
日
（
火
）
午
後
１
時
15
分
〜

■
下
浜
三
番
叟
（
香
住
区
下
浜 

帝
釈
寺
境
内
薬
師
堂
）

　

・
宵
宮
…
10
月
４
日
（
木
）
午
後
７
時
〜

　

・
本
宮
…
10
月
５
日
（
金
）
午
後
２
時
〜

■
一
日
市
三
番
叟
（
香
住
区
一
日
市 

一
日
市
子
ど
も
広
場
ほ
か
）

　

・
本
宮
…
９
月
30
日
（
日
）
午
後
３
時
30
分
〜

■
森
三
番
叟
（
香
住
区
森 

森
会
館
前
ほ
か
）

　

・
宵
宮
…
９
月
29
日
（
土
）
午
後
６
時
〜

　

・
本
宮
…
９
月
30
日
（
日
）
午
後
３
時
〜

■
香
住
三
番
叟
（
香
住
区
香
住 

香
住
文
化
会
館
駐
車
場
ほ
か
）

　

・
本
宮
…
10
月
５
日
（
金
）
午
後
３
時
〜

■
沖
浦
三
番
叟
（
香
住
区
沖
浦 

大
放
神
社
境
内
）

　

・
宵
宮
…
10
月
６
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

　

・
本
宮
…
10
月
７
日
（
日
）
午
後
４
時
〜

■
寿
式
三
番
叟
（
小
代
区
新
屋 

熱
田
神
社
境
内
）

　

・
本
宮
…
10
月
20
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分
〜

　

今
年
の
日
程
は
次
の
通
り
で
す
。

　

時
代
が
巡
っ
て
も
、
三
番
叟
の
祝の

り

と詞
「
天
下
太
平 

国
土
安

穏
」
に
込
め
ら
れ
た
祈
り
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
端
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。（
開
始
時
間
は
お
お
よ
そ
の
目
安
）


